
令和５年１２月１５日
記 者 発 表

国道２８９号八十里越 工事の進捗状況について

⇒詳細説明資料を次ページ以降に記載しています。ご覧ください。

お問い合わせ先

令和３年４月に「今後５か年程度で全線開通」と公表した国道２８９
号八十里越について、以下の課題があることから、開通までの工程の精
査を進めています。

国土交通省施工区間で、令和５年夏の豪雨による斜面崩落などの被災
箇所の追加工事、想定外の強固な岩盤が発見されたことによる工程遅れ
の課題が発生しており、令和８年秋～令和９年夏となる見込みです。

また、福島県施工区間の、（仮称）平石山トンネル区間において用地
取得に時間を要していることや、追加の雪崩対策が必要となることの課
題が発生しており、令和８年秋～令和９年夏の開通の際には、一部現道
を活用した暫定開通となり、冬期間は通行止めとなります。

暫定開通の具体な時期及び冬期の通行形態については、上記課題への
対応や、積雪期に工事ができないことも踏まえて精査を進め、改めてお
知らせ致します。

暫定開通後、福島県施工区間の工事が完了次第、冬期間も含めた通年
の全線開通となる予定ですので、その時期についても、今後精査を進め
てまいります。
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八十里越 延長約２０．８ｋｍ

新潟県施工 国土交通省施工（直轄権限代行区間） 福島県施工

延長約1.2km 延長約11.8km 延長約7.8km

令和８年秋～令和９年夏 開通見込み

（冬期通行止め）

現道を活用した
暫定開通区間

至柏崎市

新潟県

福島県

八十里越



○これまでにトンネル１１／１１本、橋梁９／１０橋が

概成。

○降雨による６号トンネル福島側抗口部の対応（ ）

や、Ｂ橋梁の急峻な地形、３号盛土の強固な岩盤対応

（ ）などで、想定以上の時間を要した。

○主要構造物のＢ橋梁、１号スノーシェルターの工事が

残る。

○今後は、Ｂ橋梁、１号スノーシェルター、土工、舗装、

道路付属物、電気設備工事等を実施予定。

国道２８９号八十里越工事進捗状況（主要構造物等）

○これまでにトンネル１／１本、

橋梁１／１橋が概成。

○主要構造物は完成しており、

今後は、舗装、電気設備工事

等を実施予定。

○これまでにトンネル２／３本、橋梁７／９橋が概成。

○平石山トンネル区間の用地取得（ ）に時間を要し、現時点

でトンネル工事が未着工の状況。また、追加の雪崩対策として

平石山第２スノーシェッド（ ）の整備が必要となった。

○主要構造物の平石山トンネル、橋梁２橋、平石山第２スノー

シェッドの工事が残る。

○今後は、平石山トンネル区間の用地取得、平石山トンネル、

入叶津橋、餅井戸橋、平石山第２スノーシェッド、舗装、電気

設備工事等を実施予定。

新潟県施工区間の状況 国土交通省施工区間の状況 福島県施工区間の状況

別紙１

新潟県施工 国土交通省施工（直轄権限代行区間） 福島県施工

八十里越 延長 約２０．８ｋｍ

注）構造物名称：木ノ根沢橋、ナコ沢橋、大麻平橋、岩蕗橋、滝ノ沢橋、白沢平橋、大三本橋、平石山スノーシェッド以外の名称は仮称

１

3号盛土
岩盤対策(R5施工）

6号トンネル坑口
斜面崩壊箇所(R5夏）

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

追加の雪崩対策
（平石山第２スノーシェッド）

Ｄ

用地取得未了
（平石山トンネル区間）

Ｃ

Ｃ

Ｄ



気象・地形・地質等の現地自然条件に起因する
主な工事の状況について（国土交通省施工区間）
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崩壊土砂
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・本年夏の局所的な豪雨により法面対

策施工予定の斜面が崩壊し、崩壊箇

所の穴埋め作業が追加で生じるなど、

作業に時間を要した。

【約２ヶ月遅延】

法面対策完成

崩壊により大き
な凹みが発生

金網とコンクリートによる
穴埋め作業が追加になり時
間を要する。

２

・現地盤を整形する際、強固な

岩盤が出現し、通常機械での

施工が出来ず、大型ﾌﾞﾚｰｶｰを

用いた施工に変更。

【約５ヶ月遅延】

大型ブレーカー

ブレーカーの爪で少
しずつしか整形出来
ず時間を要する。

３号盛土概成
R5.10



（仮称）平石山トンネル周辺の状況について（福島県施工区間）３

（仮称）平石山トンネル
【未完成】

（仮称）入叶津橋
【未完成】

（仮称）餅井戸橋
【未完成】

現道部

雪崩危険箇所

（仮称）平石山第２スノーシェッド
【未完成】

至：三条市

至：いわき市

雪崩危険箇所

現
道
を
活
用
し
た
暫
定
開
通
区
間



４ （仮称）平石山トンネル周辺の状況について（福島県施工区間）

現道部

（仮称）平石山トンネル
【未完成】

（仮称）餅井戸橋
【未完成】

至
三
条
市

至
い
わ
き
市

雪崩危険箇所

餅井戸川

※現道は、雪崩により冬期間の通行は困難である。

雪崩発生箇所

撮影日：R3.3.16

至 いわき市

至 三条市

写真

現道部


